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岩手県における補植用苗でのいもち病発生実態とその原因
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1 は じ め に

補植用苗でのいもち病の発生原因については多くの研究

があり,罹病種靭に起因する苗いもちの発生によるもの
1,0

育苗期の種子以外の伝染源からの胞子飛来による感染 0,

本田内設置後の飛散胞子による感紫
)等が明らかにされて

いる。また,地域における補植用苗の発病実態についても,

加藤げ)の茨城県での調査をはじめ,病害虫発生予察調査

でもいくつかの事例が報告されている。著者らは,地域に

おけるいもち病のまん延に対する補植用苗でのいもち病の

発生の重要性を検討するため,岩手県における発生実態と

の原因について調査した。

2調 査 方 法

ll)補植用苗でのいもち病発生実態調査

1985～ '88年 に,県南部のササニシキ作付地帯を対象に,

①補植用苗の有無,②補植用苗でのいもち病発生の有無 ,

0発病葉位及び病斑型,①補植用苗の周辺移植株での発病
の有無等を調査した。1985～ '86年は, 6月 下旬に 5～ 6

市町村の12～ 13地点を選び,1地点 5～ 10筆について調査
した。1987～ '88年は, 2～ 3町村から5～ 10れαの地区を

選定し,6月 上旬～中旬に地区内の全筆について調査した。

また,1987年は発病のあった水le所有農家の育苗実態に

ついても調査した。

9)ハ ウス育苗におけるいもち病感染実態調査
1987年に一般農家6戸を選び,育苗ハウス内に幼苗トラッ

プを設置し,感染の有無を調査した。幼苗 トラップは,農

試内で採種した品種蒙古稲をベンレートT水和剤20の OS

%湿粉表法で種子消毒し,農試温室内で標準育苗箱の 1/

10大の箱で,18～ 19日 間育苗した苗を供試した。なお,温

室内での感染を防ぐため,播種後10日 目にカスラブサイド

水和剤の1000倍液を散布した。 農家育苗ハウスには 5月

8～ 9日 に 6箱設置し, 9～ 10日後に回収して再び農試温

室で管理し,回収 3～ 4日 後,全苗を対象に病班数,発病

葉位及び病班型を調査した。

3 結果 及 び考 察

ll)補植用苗でのいもち病発生実態

1985～ '86年の調査では, 調査水Elの 19～ 27%に補植用

苗が放置されていた。また,補植用苗での葉いもち発生水

田率は38～ 50%であった。発病した補植用苗の周辺の

移植株での発病は,23～ 30%の 圃場でみられた。

1987～ '88年の調査では, 調査水日の20～42%に補植用

苗が放置されていた。いもち病の発生は,花泉町の 1地区

を除く全地区で確認された。発生水田率は07～■ 4%と

地区によって差があったが ,年次による差は認められな

かった。

発病葉位は第 2～第 6葉で,いずれも下位葉から上位葉

まで連続的に発病していた。病斑型はp型からybg型 まで

各種認められ,いずれの場合も第 2～第 3葉に慢性型病斑

(ybg),上位葉に急性型病斑が分布していた。このこと

から,こ れらの補植用苗ではいもち病の感染が少なくても

2サ イクル以上繰り返しており,い もち病の潜伏期間を考

慮すると,最初の感染は 5月 20日 以前であったと推定され

る。更に,第 2～第 3葉に病斑形成が確認されたことから,

これらの補植用苗の感染は育苗中にあったと判断される。

また,大半の地区で同一圃場内の複数の補植用苗で発病

が認められたり,隣接水田で発病している事例があった。

聞取調査の結果,同一農家の補植用苗がその農家所有の複

数の水田で二斉に発病していることが判明した。補植用苗

で発病のみられた農家の種子消毒は,6例中 4例が大量吹

付け法による消毒済の購入種子を使用しており,自家採種

の場合も適正な種子消毒を行っていた。なお,6例中4例

は有畜農家で,育苗ハウスは畜舎に隣接又は,極めて近く

に設置されていた。更に,有畜農家 4例中 3例では,過去

にしばしば育苗箱でいもち病発生の経験があった。また,

置床に大量に籾殻を使用している例も1例あった。

以上のことから,今回調査した地区における楠植用苗の

発病の主たる原因は,育苗ハウス内での種子以外の伝染源

からの胞子飛来による感染と推察された。

12)ハ ウス育苗におけるいもち病感染実態

幼苗 トラップの調査結果を表 2に示した。蒙古稲の発病

は,6農家中 2農家で認められた。いずれの場合も,第 2

葉にのみpg型 の病斑を形成していることから,農家育苗ハ

ウス内で感染したことは明らかであった。また,2農家中
1農家では, トラップ回収

'日
後の 5月 27日に,農家が育
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表 1 県南部における補植用苗でのいもち病発生状況

翻鵡
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n-1^レ n-4  pg― ybg
2‐ 4    p― ybg
3 -6    p, ybg

０

１

０

〇

一

注 1):'85,'86年 及び ■7年の前沢B地区の発病葉位は抽出中の葉を nと し,順次下位にn‐ 1,n-2と した。
2):関係農家数については,聞取調査及び圃場の地理的関係から推定 した。
3):'87,'88年の前沢A,B地区はそれぞれ同じ地区を調査した。

表 2 農家育苗ハウスにおけるいもち病感染の実態調査

注 1):5月 27日 に農家が育苗した補植用苗を調査した。一印は補植用苗がなかったことを示す。
2):対照として, 6箱を農試温室内で管理した。

1988

苗した補植用苗の第 2～第 3葉に病斑を確認した。

以上のことから,こ れらの病斑は農家育苗ハウス内で ,

種子以外の伝染源からの胞子飛来によって感染したもので

あると推定された。幼苗トラップの発病が認められた農家

は,育苗ハウス内に多量の籾殻や稲わらを放置しているこ

とから,これら力荘染源になっていると考えられた。鈴木

藤田
5)は
,秋田県で同様の調査を行い,15～ 20%の農家で

ハウスでの感染を確認したことを報告している。本調査の

結果からも,い もち病のハウス内感染は高率で起こってい

ると考えられた。

4 ま  と  め

ll)岩手県の県南部における,補植用苗でのいもち病発

生水田率は地域で異なるが, 5～ 10九αの地区内の 5～ 11%

に及ぶ場合があった。

(21 また,補植用苗でのいもち病発生は,大部分が種子

以外からの胞子飛来に出来し,育苗ハウス内での感染が主

原因であると推察された。

0 以上のことから,本調査地区では発病した補植用苗
が存在しない場合でも,移植苗での持ち込みによる発病が

容易に推察され,い もち病の病斑が存在する水田は,さ ら

に高率になると考えられる。また,このような状況がいも

ち病の本田での早期発生を引き起こすとともに,小林
3)が

示唆しているように,地域での全般発生の重要な伝染源に

なっていると考えられた。
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調査場所
農 家 の 育 苗 内 容 蒙古 稲 の発 病 状 況

雙篇展虎9品 種  種子消毒   ハウスの環境 発病箱数 病斑数 発病葉位 病斑型
胆沢町NQl
″  NQ2
″  NQ3

前沢mINQl
″  NQ2
″  NQ3

農試温嘗 )

ササニシキ 消毒済種子  牛舎隣接
キヨニンキ   ″    置床に籾殻使用
コガネヒカリ 湿 粉 衣 牛舎隣接
ササニシキ   ″   牛舎隣接
ササニシキ 消毒済種子  ハウス外にわら放置
ササニシキ 湿 粉 衣 牛舎隣接

第 2葉,pg

第 2葉,pg 第 2,3葉 ybg
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